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EPS 高盛土の実物大振動実験が実施 され る

　発泡 ス チ ロ ー
ル を用 い た 土 木 工 法 （EPS 工 法） に よ

る，両 直型 の 高盛土 の 実物大振動 実 験 が，10月 14 日か

らユ0月30日 の 工 程 で 実施 さ れ た 。こ の 実験は，発泡 ス

チ ロ
ー

ル 土木工 法開発機構 が企 画 し ，   建設 企 画 コ ン サ

ル タ ソ トの 計画 に 基づ き，大型振動台を所有 して い る 

熊谷組技術研究所 （つ くば市鬼 ヶ 窪）の 協 力 の も と，同

研究所 で 実施 さ れ た もの で あ る
。

　EPS 工 法は，その 軽量性 や 比 較的高い 剛 性 お よ び 良

好な 施 工 性 の た め，軟弱な地盤上や地す べ り地等 の 盛 土

と し て ，広 い 範囲で 用 い られ て い る。ま た，最近 で は，

橋台背面 盛 土等に お い て 両 直型 で 高 さ 15m に も達 す る

大規模な EPS 高盛 土 が 施工 さ れ る な ど，今後も，　 EPS

高盛土の 施 工 量は増加 す る傾向に あ る と考 え られ る 。

　さ て ，EPS 工 法の 特徴で あ る軽量性 は ，舗装等 の 上

載荷重 を 相対的 に 過大 な もの とす る た め，EPS 盛 土 は

か な りの トッ プヘ ビー
状態に あ る こ とが知 られ て い る。

そ こ で，EPS 盛土 の 地震時安全性確認 の た め ， 平 成 元

年度に は建設省 土 木研究所 に お い て 1！2 モ デル に よ る

振動 台実験 が 実施され 1〕，強震時 に お け る応答特性 な ら

び に ブ ロ ッ ク
ー

体 化 に 対 す る緊結金具 の 効果等が 検証 さ

れ た 。ま た ，同 実験 の 成果 か らEPS 盛土 の 地震時挙動

解明 が な され ， 現在 の 耐震設計法 が 確立 さ れ て い る 。

　
一

方，上記 したように EPS 盛土 と して 大規模 な高盛

土 が増加 して い る背景と，先 の 阪神 ・淡路大震災で の 地

震動 を考慮 した 耐震性 の 検証 が 求め られ て い る 現状 か ら，

実物大 の EPS プ ロ ヅ ク を対象と した振動台実験を 行い ，

強地震時の 現象を実証する必要性が生 じて い る。

　今回 の振動台実験 は，特 に地 震時安定性 に 問題が生 じ

や す い と考 え られ る両直型 の 高盛 土 で ，盛 土幅よ り高さ

の 方 が 高 い 盛 土 を 想定 し，盛土 幅 5m に 対 し，図
一 1

に 示す 3 ケー
ス の 高 さ の 条件 で 実施 さ れ た 。 ま た ， 実

際の 現場条件 を考慮 して 厚さ10cm の コ ン ク リ
ー

ト中間

床版 を 高 さ 3m ご とに 設置 し ， さ らに 盛 土 頂部に は舗

装荷重 に 相当す る上 載荷重を，コ ソ ク リ
ー

トブロ ッ ク に

よ り載荷 させ て い る 。 写真一 1に実 験 盛 土 を示 した。

　 実験 で は ，入 力地 震波 と して 通常耐震設計 レベ ル を考

慮 した 150galお よ び200 　galの 正 弦波20波 の 加 振に 加

え ，レ ベ ル 2地震動 として ，道路橋示 方書
・
同解説

（V 耐 震編 ，平 成 8 年版 ）に 示 さ れ る神戸海洋気象台の

地 震動 に よ る 加振 を 行 っ て い る。

　実験の結果，各ケ
ー

ス と もに レ ベ ル 2 地 震動 加 振時

に も十分 な耐震性能が あ る こ とが 検証 さ れ た 。 な お ， 構

造物設計法 として 限界状態設計法 が 主 流 とな りつ つ あ る

現 状 に お い て，レ ベ ル 2 地 震動 に 対 す る 耐震性能 を考

慮 した 設計法の 確立 を現 在 進 め て い る 。

　 実物大振動実験 の 内，ケ
ー

ス 3 の 盛土高さ8．5 皿 の 条

件で の 振動台実験 は，発泡スチ ロ ール 土 木工 法開発機構

ロ ：加速度計〔水平方向〕
・

：加速度計〔鉛直方向！
° ：変 位 計
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図
一 1　 実験条件

写 真一 1　 実 物大盛 土 （∬ ＝8．5m ＞

写真
一2　 見学会 状況
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主催の も と，10月 30 日 に午前 と午 後の 2 回 ，一
般公開

がなされた。一
般公開は，建設省 ，日本道路公団，各 自

治体関係者を含め た官公庁，大学 ，ゼ ネコ ン 等午前中約

60名，午後 に は 約100名 が 参加 し，EPS 高盛土の 地震時

挙 動 を 見学 後有意義 な 質疑応答 を 交 え た 後，無事 に 閉会

された （写真
一 2）。
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